
 

 

 

卒業認定・学位授与に関する方針（ＤＰ：ディプロマ・ポリシー） 

全

学

DP 

大垣女子短期大学の卒業認定・学位授与に関する方針（ディプロマポリシー）は、次の通りである。 

1. [知識･理解] 専門的知識と社会人に求められる教養について理解を深め、必要な知識を確実に身につけることができる。 

2. [思考･判断･表現] 社会で活かせる思考力と表現力を身につけ、知識や技能を活用しながら判断して、課題解決に取り組むことができる。 

3. [技能] 専門的な技能や技術を確実に修得し、コミュニケーション能力を身につけて、これらを活用することができる。 

4. [関心･意欲･態度] 社会や環境への関心を持ち意欲をもって学修活動に取り組めるとともに、徳性の涵養と健康な身体づくりができる。 

 

  

  

教養教育 

 

キャリア教育 専門教育 

 幼児教育学科 デザイン美術学科 音楽総合学科 歯科衛生学科 看護学科 （教養科目）  

学

科

DP 

大垣女子短期大学の

卒業認定・学位授与の

方針（ディプロマポリ

シー）を前提として、

本学所定の単位を修

め、次に示すところの

成果が得られた学生に

卒業を認定し、短期大

学士（幼児教育学）の

学位を授与する。 

1.[知識･理解]保育の

本質を理解し、保育

者として専門的知識

に基づき、子ども理

解に基づいた援助や

適切な環境構成、子

育て支援を行うため

の知識を修得するこ

とができる。 

2.[思考･判断･表現] 

保育の本質を基盤

に、時代のニーズに

柔軟に対応した保育

実践及び改善を行う

ことができ、外部の

資源を有効に活用す

ることができる。 

3.[技能]保育実践に必

要な保育技術や情報

収集能力をもち、子

どもとの関係を構築

し、職員と協働する

とともに、地域や保

護者と連携できるコ

ミュニケーション能

力がある。 

4.[関心･意欲･態度]豊

かな教養と人間性、

社会人基礎力を備

え、常に資質能力の

向上を図り、地域や

保護者と連携し様々

な課題に対応してい

こうとすることがで

きる。 

大垣女子短期大学

の卒業認定・学位授与

の方針（ディプロマポ

リシー）を前提とし

て、本学所定の単位を

修め、次に示すところ

の成果が得られた学

生に卒業を認定し、短

期大学士（美術）の学

位を授与する。 

1.[知識･理解]美術に

おける理論と制作

を通し、美術に対

する知識と理解を

有することができ

る。 

2.[思考･判断･表現]制

作において考え、選

択し、表現すること

を、自己の制作の中

で展開し、表現する

ことができる。 

3.[技能]美術表現上、

必要な技法を習得す

る。研究し、継続し

た結果、自己表現に

つなげることができ

る。そして、その表

現を人に伝えるコミ

ュニケーション能力

がある。 

4.[関心・意欲・態度]

美的なものに興味を

持ち、多様なものを

吸収し、選択する。

また、真摯な態度で

物事に当たり意欲的

に研究し、表現に繋

げることができる。

そして人との関わり

の中、地域との連携、

貢献を推進していく

ことができる。 

大垣女子短期大学の

卒業認定・学位授与の

方針（ディプロマポリ

シー）を前提として、

本学所定の単位を修

め、次に示すところの

成果が得られた学生に

卒業を認定し、短期大

学士（音楽）の学位を

授与する。 

1.[知識･理解]音楽の

基礎的な理論や曲の

生まれた背景を理解

し、人に音楽を伝え

るための知識を修得

することができる。 

2.[思考･判断･表現]音

楽演奏や教育を行う

にあたって必要な理

論を適切に判断し、

相手の理解に応じて

伝えることができ

る。 

3.[技能]音楽の専門家

としての情報収集能

力と技術をもち、関

係職種と連携できる

コミュニケーション

能力がある。 

4.[関心･意欲･態度]常

に自己資質の向上を

めざし、積極的に音

楽を通じて人と関わ

り、地域との連携、

音楽文化の向上に向

けた社会貢献を推進

して行くことができ

る。 

大垣女子短期大学の

卒業認定・学位授与の

方針（ディプロマポリ

シー）を前提として、

本学所定の単位を修

め、次に示すところの

成果が得られた学生に

卒業を認定し、短期大

学士（歯科衛生学）の

学位を授与する。 

1.[知識･理解]全身的

観点から口腔の健康

支援ができるための

専門的な知識や医療

人として社会に貢献

していくための知識

を修得することがで

きる。 

2.[思考･判断･表現]歯

科衛生士として人々

の健康問題の解決に

向けて、生物・心

理・社会的な観点か

ら論理的に考え判断

ができ、さらに適切

な説明ができる。 

3.[技能]歯科衛生士と

しての基本的な操作

的技術能力やプレゼ

ンテーションする力

があり、他職種と協

働・連携するチーム

医療が理解でき、患

者や地域社会とも関

わるコミュニケーシ

ョン能力がある。 

4.[関心･意欲･態度]医

療人としての自己管

理ができ、将来に向

けての職業的使命感

を持ち、自らが関心

と意欲を持って地域

との連携や社会貢献

を推進していくこと

ができる。 

大垣女子短期大学の

卒業認定・学位授与の

方針（ディプロマポリ

シー）を前提として、

本学所定の単位を修

め、次に示すところの

成果が得られた学生に

卒業を認定し、短期大

学士（看護学）の学位

を授与する。 

1.[知識･理解]看護の

基盤となる人間理

解と看護実践に必

要な知識を習得す

ることができる。 

2.[思考･判断･表現] 

人々の健康問題の

解決に向けて論理

的に思考・判断する

とともに、専門職と

しての責務につい

て考えることがで

きる。 

3.[技能]看護活動に

必要な専門的技術・

コミュニケーショ

ン能力・態度を身に

つけ、看護を実践で

きる。 

4.[関心･意欲･態度] 

保健・医療・福祉分

野の動向に関心を

もち、人々の健康生

活を守るとともに

地域連携・地域貢献

を推進していくた

めに、自己の知識や

技術の向上をめざ

して主体的かつ探

求的な姿勢をもつ

ことができる。 

教養教育は、関心と

意欲を持って主体的

に取り組むことで、①

専門分野の学びの基

盤、②人間の在り方や

生き方、③文化や社会

と環境、④地域社会で

の社会人に求められ

る基本などについて、

知識･理解、思考力･判

断力･表現力、コミュ

ニケーション能力、必

要な技能や技術等を

身につけることを目

的とする。 

 共通教養教育の中

心となる教養科目で

は、学科の目的に応じ

て、次のものを確実に

培うことを目標とす

る。 

1.[知識･理解]専門分

野を学ぶ基盤となる

知識及び社会人に共

通して求められる社

会変化への対応と地

域に貢献していくた

めの基本的知識につ

いての理解。 

2.[思考･判断･表現]

人間の在り方や生き

方、文化や社会、環境

などの理解に必要

で、専門分野を学ぶ

ための基本ともなる

思考力や判断力、表

現力。 

3.[技能]専門分野を

学ぶ基盤となる学問

的な技能や知的技法

及び社会人に必要な

コミュニケーション

能力や社会生活の基

本となる技能。 

4.[関心･意欲･態度]

教養について学ぶこ

とを将来の社会的役

割と結びつけてとら

え、学修への関心と

意欲を持って、主体

的に取り組んでいこ

うとする態度。 

キャリア教育は、社

会的・職業的自立に向

けて、その基礎となる

①知識や理解、②思

考・判断・表現する力、

③技能、④意欲や態度

などを育て、学生一人

一人のキャリア発達

を支援することを目

的とする。 

 共通キャリア教育

では、学科の目的に応

じて、次のものを確実

に培うことを目標と

する。 

1.[知識･理解]職業や

就労についての基

本的事項、キャリア

に関連する社会の

しくみ、社会人に必

要な基礎的事項等

に関する知識やそ

の理解。 

2.[思考･判断･表現] 

社会的･職業的な自

立に向けた将来の

構想、自己のキャリ

アについての適性

と能力の認識、進路

選択のための課題

解決等に関する基

本的な思考力･判断

力･表現力。 

3.[技能]専門的知識

や技術の社会的な

活用、キャリアの修

得や進路選択のた

めに必要な計画の

立案、協働の基礎と

なる集団における

マナーやコミュニ

ケーション等に関

する基本的な技能。 

4.[関心･意欲･態度] 

 社会の中で役割を

果たしていくこと、

キャリアを基本と

した自己認識と将

来設計、社会人に必

要な行動様式を身

につけていくこと

等に関する望まし

い関心･意欲･態度。 

 


